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研究成果の概要（和文）：近年，「小１プロブレム」「中１ギャップ」「高１クライシス」などと呼ばれる，校種移行
期に子どもたちが不適応を示すケースの存在が問題になっている。円滑な新生活の開始は重要な心理的課題であり，丁
寧な支援が求められる。
そこで本研究では，各教育現場の現状を半構造化面接および学校視察を通じて把握し，その結果をもとに，校種移行期
の不適応を軽減するためのプログラム群を，小学校・中学校・高校ごとに作成することで，児童生徒の心理的健康に寄
与することをめざした。

研究成果の概要（英文）：In recent years, there are many cases of students who have difficulty adjusting to
 school life in the first year of a new school. This issue is known as the "SHO-ICHI- PROBLEM (1st grade p
roblem)" and the "CHU-ICHI-GAP (7th grade gap)" and the "KO-ICHI-CRISIS (10th grade crisis)". We urgently 
need to deal with this problem. The start of smooth new life is an important mental issue, and careful sup
port is demanded.
In present study, we grasped the present conditions of elementary school, junior high school, and high sch
ool through a semistructured interview and school inspection. Based on these result, we made program group
 to reduce maladjustment for the entrance to each school. We hope these programs contribute to the psychol
ogical health of the child.

研究分野：

科研費の分科・細目：

社会科学

キーワード： 中１ギャップ　小１プロブレム　高１クライシス　校種移行　不適応　教育相談　小中連携　テークオ
ーバーゾーンプログラ

教育学　生活指導・生徒指導



様 式

１．研究開始当初の背景
近年
ム」「中１ギャップ」「高校１
への対応が喫緊の課題となっている。これら
は，そ
たした際に生じる心理的不適応であり
移行期に特有の問題といえる。
 
２．研究の目的
そこで本研究では
った新環境
きるだけ
ゾーン
に必要な情報は何
ように得られることが望ましいのか
らの不適応を軽減するための取り組みは何
か，④
を持つのか
 そして
減するためのテークオーバーゾーンプログ
ラム』を
ることを目指した
 
３．研
(1)研究１
 研究１では
立中学校教諭
高校教諭
た半構造化面接を実施し
②児童生徒の入学に際して把握しておきた
い情報
について聴き取りを実施した。
(2)研究２
 研究２では
の実際や現状を知るため
学校視察を行った。
(3)研究３
 これまでの研究の結果を踏まえ
うな情報が必要か
要か，
ようなものが適切か
等について
討し，
の内容の検討を行う
 
４．研究成果
 研究１から研究３までの
研究の目的である『校種移行期の不適応を軽
減するためのテークオーバーゾーンプログ
ラム（小・中・高校版）』を
下にプログラムの概要を紹介する。
 
(1)本書の構成
 Ａ４版で６０ページからなり
ストを入れるなど親しみやすい体裁にした
（Figure 1
第１部は「テークオーバーゾーンプログラム
の概要」
ークオーバーゾーンプログラム」として各校
種別に具体的なプログラムを示した。

式 Ｃ－１９

１．研究開始当初の背景
近年，教育現場において
ム」「中１ギャップ」「高校１
への対応が喫緊の課題となっている。これら
それまでの環境から上級校への進学を果
たした際に生じる心理的不適応であり
移行期に特有の問題といえる。

２．研究の目的 
そこで本研究では
った新環境における児童生徒の
きるだけ軽減するために
ゾーン期」という概念を導入し
に必要な情報は何
ように得られることが望ましいのか
らの不適応を軽減するための取り組みは何
④上記の点が校種ごとにどのよう
を持つのか，をそれぞれ
そして最終的に
減するためのテークオーバーゾーンプログ
』を小学校，
ことを目指した

３．研究の方法 
研究１ 
研究１では，幼稚園教諭
立中学校教諭，私立中学校教諭
高校教諭，私立単位制高校教諭
た半構造化面接を実施し
②児童生徒の入学に際して把握しておきた
い情報，③校種移行期の問題に関する事項
について聴き取りを実施した。
研究２ 
研究２では，海外の学校における引き継ぎ
の実際や現状を知るため
学校視察を行った。
研究３ 
これまでの研究の結果を踏まえ
うな情報が必要か
，③プログラム実施にあたる組織はどの
ようなものが適切か
等について，小学校・中学校・高校ごとに検
，「テークオーバーゾーンプログラム」
内容の検討を行う

４．研究成果 
研究１から研究３までの
研究の目的である『校種移行期の不適応を軽
減するためのテークオーバーゾーンプログ
ラム（小・中・高校版）』を
下にプログラムの概要を紹介する。

本書の構成 
Ａ４版で６０ページからなり
ストを入れるなど親しみやすい体裁にした
Figure 1）。本書は２部構成となっている。
第１部は「テークオーバーゾーンプログラム
の概要」として全体像を紹介し
ークオーバーゾーンプログラム」として各校
種別に具体的なプログラムを示した。

Ｃ－１９，Ｆ－１９

１．研究開始当初の背景 
教育現場において，「

ム」「中１ギャップ」「高校１クライシス
への対応が喫緊の課題となっている。これら
れまでの環境から上級校への進学を果

たした際に生じる心理的不適応であり
移行期に特有の問題といえる。

 
そこで本研究では，入園・入学

における児童生徒の
するために，「テークオーバー

」という概念を導入し
に必要な情報は何か，②これらの情報はどの
ように得られることが望ましいのか
らの不適応を軽減するための取り組みは何
上記の点が校種ごとにどのよう
をそれぞれ明らかにする
最終的に，『児童生徒の不適応を軽

減するためのテークオーバーゾーンプログ
，中学校，高校ごとに作成す

ことを目指した。 

 

幼稚園教諭，小学校教諭
私立中学校教諭
私立単位制高校教諭

た半構造化面接を実施し，①引き継ぎの実際
②児童生徒の入学に際して把握しておきた

校種移行期の問題に関する事項
について聴き取りを実施した。

海外の学校における引き継ぎ
の実際や現状を知るため，台湾およびタイの
学校視察を行った。 

これまでの研究の結果を踏まえ
うな情報が必要か，②どんなプログラムが必
③プログラム実施にあたる組織はどの

ようなものが適切か，④どんな資料が必要か
小学校・中学校・高校ごとに検

「テークオーバーゾーンプログラム」
内容の検討を行う。 

研究１から研究３までの結果をまとめ
研究の目的である『校種移行期の不適応を軽
減するためのテークオーバーゾーンプログ
ラム（小・中・高校版）』を完成させた
下にプログラムの概要を紹介する。

Ａ４版で６０ページからなり
ストを入れるなど親しみやすい体裁にした

本書は２部構成となっている。
第１部は「テークオーバーゾーンプログラム

全体像を紹介し
ークオーバーゾーンプログラム」として各校
種別に具体的なプログラムを示した。

Ｆ－１９，Ｚ－１９（共通）

「小１プロブレ
クライシス」

への対応が喫緊の課題となっている。これら
れまでの環境から上級校への進学を果

たした際に生じる心理的不適応であり，校種
移行期に特有の問題といえる。 

入園・入学・進学とい
における児童生徒の不適応をで

「テークオーバー
」という概念を導入し，①この時期

これらの情報はどの
ように得られることが望ましいのか，③これ
らの不適応を軽減するための取り組みは何
上記の点が校種ごとにどのような異同

明らかにする。 
児童生徒の不適応を軽

減するためのテークオーバーゾーンプログ
高校ごとに作成す

小学校教諭，
私立中学校教諭，公立単位制
私立単位制高校教諭，を対象とし

①引き継ぎの実際
②児童生徒の入学に際して把握しておきた

校種移行期の問題に関する事項
について聴き取りを実施した。 

海外の学校における引き継ぎ
台湾およびタイの

これまでの研究の結果を踏まえ，①どのよ
②どんなプログラムが必

③プログラム実施にあたる組織はどの
④どんな資料が必要か

小学校・中学校・高校ごとに検
「テークオーバーゾーンプログラム」

結果をまとめ，
研究の目的である『校種移行期の不適応を軽
減するためのテークオーバーゾーンプログ

完成させた。以
下にプログラムの概要を紹介する。 

Ａ４版で６０ページからなり，表紙にイラ
ストを入れるなど親しみやすい体裁にした

本書は２部構成となっている。
第１部は「テークオーバーゾーンプログラム

全体像を紹介し，第２部は「テ
ークオーバーゾーンプログラム」として各校
種別に具体的なプログラムを示した。 

Ｚ－１９（共通） 

小１プロブレ
」等

への対応が喫緊の課題となっている。これら
れまでの環境から上級校への進学を果

校種

とい
不適応をで

「テークオーバー
この時期

これらの情報はどの
これ

らの不適応を軽減するための取り組みは何
異同
 

児童生徒の不適応を軽
減するためのテークオーバーゾーンプログ

高校ごとに作成す

，公
公立単位制
を対象とし

①引き継ぎの実際，
②児童生徒の入学に際して把握しておきた

校種移行期の問題に関する事項，

海外の学校における引き継ぎ
台湾およびタイの

①どのよ
②どんなプログラムが必

③プログラム実施にあたる組織はどの
④どんな資料が必要か，

小学校・中学校・高校ごとに検
「テークオーバーゾーンプログラム」

，本
研究の目的である『校種移行期の不適応を軽
減するためのテークオーバーゾーンプログ

。以

表紙にイラ
ストを入れるなど親しみやすい体裁にした

本書は２部構成となっている。
第１部は「テークオーバーゾーンプログラム

第２部は「テ
ークオーバーゾーンプログラム」として各校

 
(2)
 第１部では
①児童生徒の移行期の不適応をめぐる問
題：小１プロブレム
ライシスなどについて触れ
背景にある校種移行期の適応問題
紹介
②校種移行期の不適応を軽減するためのプ
ログラムの必要性：児童生徒が次の学校への
入学が内定してから
での比較短い期間をリレー競技におけるバ
トン受け渡しゾーンに重ね合わせ「テークオ
ーバーゾーン
③テークオーバーゾーン期に注目した理
由：この時期に特化したプログラムのメリッ
トを明示した。
④プログラムの特徴：本プログラムは
移行期の不適応に関するハイリスク要因を
ピックアップしたこと
間の連携と「家庭－学校」間の連携を重視し
ていること
に実施されることが特徴であることを述べ
た。
⑤校種による特徴：小学校版では児童の入
前に重きが置かれ
前後を通じて比較的均等にプログラムが配
置され
中心になることを述べた。
⑥テークオーバーゾーン期における情報収
集・連携のすすめ方：プロジェクトチームを
中心としたサイクルを形成することが大切
であることを記した。
⑦プログラムの使い方：各校種とも「把握し
ておきたい情報」「大まかな流れ」「テークオ
ーバーゾーンプログラム」「具体的なプログ

 

(2)第１部 
第１部では次の点について記述した。
①児童生徒の移行期の不適応をめぐる問
題：小１プロブレム
ライシスなどについて触れ
背景にある校種移行期の適応問題
紹介した。 
②校種移行期の不適応を軽減するためのプ
ログラムの必要性：児童生徒が次の学校への
入学が内定してから
での比較短い期間をリレー競技におけるバ
トン受け渡しゾーンに重ね合わせ「テークオ
ーバーゾーン期
③テークオーバーゾーン期に注目した理
由：この時期に特化したプログラムのメリッ
トを明示した。
④プログラムの特徴：本プログラムは
移行期の不適応に関するハイリスク要因を
ピックアップしたこと
間の連携と「家庭－学校」間の連携を重視し
ていること，「プロジェクトチーム」を中心
に実施されることが特徴であることを述べ
た。 
⑤校種による特徴：小学校版では児童の入
前に重きが置かれ
前後を通じて比較的均等にプログラムが配
置され，高校版では入学後のはたらきかけが
中心になることを述べた。
⑥テークオーバーゾーン期における情報収
集・連携のすすめ方：プロジェクトチームを
中心としたサイクルを形成することが大切
であることを記した。
⑦プログラムの使い方：各校種とも「把握し
ておきたい情報」「大まかな流れ」「テークオ
ーバーゾーンプログラム」「具体的なプログ

次の点について記述した。
①児童生徒の移行期の不適応をめぐる問
題：小１プロブレム，中１ギャップ
ライシスなどについて触れ，
背景にある校種移行期の適応問題

②校種移行期の不適応を軽減するためのプ
ログラムの必要性：児童生徒が次の学校への
入学が内定してから，入学後１～２ヶ月後ま
での比較短い期間をリレー競技におけるバ
トン受け渡しゾーンに重ね合わせ「テークオ

期」と命名することを記した
③テークオーバーゾーン期に注目した理
由：この時期に特化したプログラムのメリッ
トを明示した。 
④プログラムの特徴：本プログラムは
移行期の不適応に関するハイリスク要因を
ピックアップしたこと，「前籍校－次籍校」
間の連携と「家庭－学校」間の連携を重視し

「プロジェクトチーム」を中心
に実施されることが特徴であることを述べ

⑤校種による特徴：小学校版では児童の入
前に重きが置かれ，中学校版では生徒の入学
前後を通じて比較的均等にプログラムが配
高校版では入学後のはたらきかけが

中心になることを述べた。 
⑥テークオーバーゾーン期における情報収
集・連携のすすめ方：プロジェクトチームを
中心としたサイクルを形成することが大切
であることを記した。 
⑦プログラムの使い方：各校種とも「把握し
ておきたい情報」「大まかな流れ」「テークオ
ーバーゾーンプログラム」「具体的なプログ

Figure 1 

次の点について記述した。
①児童生徒の移行期の不適応をめぐる問

中１ギャップ，高１ク
，本プログラムの

背景にある校種移行期の適応問題の現状

②校種移行期の不適応を軽減するためのプ
ログラムの必要性：児童生徒が次の学校への

入学後１～２ヶ月後ま
での比較短い期間をリレー競技におけるバ
トン受け渡しゾーンに重ね合わせ「テークオ

することを記した
③テークオーバーゾーン期に注目した理
由：この時期に特化したプログラムのメリッ

④プログラムの特徴：本プログラムは，
移行期の不適応に関するハイリスク要因を

「前籍校－次籍校」
間の連携と「家庭－学校」間の連携を重視し

「プロジェクトチーム」を中心
に実施されることが特徴であることを述べ

⑤校種による特徴：小学校版では児童の入
中学校版では生徒の入学

前後を通じて比較的均等にプログラムが配
高校版では入学後のはたらきかけが

 
⑥テークオーバーゾーン期における情報収
集・連携のすすめ方：プロジェクトチームを
中心としたサイクルを形成することが大切

⑦プログラムの使い方：各校種とも「把握し
ておきたい情報」「大まかな流れ」「テークオ
ーバーゾーンプログラム」「具体的なプログ

 

次の点について記述した。 
①児童生徒の移行期の不適応をめぐる問

高１ク
本プログラムの
の現状を

②校種移行期の不適応を軽減するためのプ
ログラムの必要性：児童生徒が次の学校への

入学後１～２ヶ月後ま
での比較短い期間をリレー競技におけるバ
トン受け渡しゾーンに重ね合わせ「テークオ

することを記した。 
③テークオーバーゾーン期に注目した理
由：この時期に特化したプログラムのメリッ

，校種
移行期の不適応に関するハイリスク要因を

「前籍校－次籍校」
間の連携と「家庭－学校」間の連携を重視し

「プロジェクトチーム」を中心
に実施されることが特徴であることを述べ

⑤校種による特徴：小学校版では児童の入学
中学校版では生徒の入学

前後を通じて比較的均等にプログラムが配
高校版では入学後のはたらきかけが

⑥テークオーバーゾーン期における情報収
集・連携のすすめ方：プロジェクトチームを
中心としたサイクルを形成することが大切

⑦プログラムの使い方：各校種とも「把握し
ておきたい情報」「大まかな流れ」「テークオ
ーバーゾーンプログラム」「具体的なプログ



ラム」という構成になっていることを述べた。 
 
(3)テークオーバーゾーンプログラム＜小学
校版＞ 
 第２部では各校種別に具体的なプログラ
ムについての詳述を行った。まずはじめに小
学校版について次の内容を示した。 
①把握しておきたい情報：小学校に入学する
児童について，あらかじめ把握しておきたい
ハイリスク要因とその背景について，本人に
起因する要因を３項目，環境に起因する要因
を８項目挙げ，それぞれ考えられる背景や生
じやすい現象等について示した。 
②大まかな流れ：プロジェクトチームの立ち
上げから，入学後の継続的な見守りまでの流
れをプログラム名および資料番号を示しな
がら図式化した。 
③テークオーバーゾーンプログラム 
小学校・幼稚園および保育所，家庭それぞれ
がどのような流れで，何をするのかについて
のタイムテーブルを示した。 
④具体的なプログラム：それぞれのプログラ
ムを，時期・対象・目的・内容・手順等の項
目ごとに示した。具体的なプログラムは以下
の通り。 
プログラム１「プロジェクトチームの立ち上
げ」：プログラムの実施を統括するチームの
結成のしかたおよび活動の際の留意点など
について記した。 
プログラム２「入学前相談」：入学前に配慮
が必要な児童についての情報を得る手段の
一つとして「入学前相談」を実施する手順を
示した。また，資料として保護者に配付する
おたよりの例を添付した。 
プログラム３「児童支援シートの活用」：就
学時健診・幼保交流会・引き継ぎ会・直接観
察などの場で，共通のシートを活用し児童お
よび保護者についての記録を行うことで，貴
重な情報を得ることができる。その方法およ
び観点等を資料とともに詳述した。 
プログラム４「入学式リハーサル」：さまざ
まな理由により入学式に不安を持つ児童が，
安心し，落ち着いて式に参加できることで，
学校生活をスムースにスタートできるよう
に，入学式リハーサルを行うための手順を資
料とともに示した。 
 
(4)テークオーバーゾーンプログラム＜中学
校版＞ 
 中学校版では次の内容を示した。 
①把握しておきたい情報：中学校に入学する
生徒について，あらかじめ把握しておきたい
ハイリスク要因とその背景について，本人に
起因する要因を６項目，環境に起因する要因
を９項目挙げ，それぞれ考えられる背景や生
じやすい現象等について示した。 
②大まかな流れ：プロジェクトチームの立ち
上げから，入学後の継続的な見守りまでの流
れをプログラム名および資料番号を示しな
がら図式化した。 

③テークオーバーゾーンプログラム 
中学校・小学校・家庭それぞれがどのような
流れで，何をするのかについてのタイムテー
ブルを示した。 
④具体的なプログラム：それぞれのプログラ
ムを，時期・対象・目的・内容・手順等の項
目ごとに示した。具体的なプログラムは以下
の通り。 
プログラム１「プロジェクトチームの立ち上
げ」：プログラムの実施を統括するチームの
結成のしかたおよび活動の際の留意点など
について記した。 
プログラム２「入学前相談」：入学前に配慮
が必要な生徒についての情報を得る手段の
一つとして「入学前相談」を実施する手順を
示した。資料として保護者に配付するおたよ
りの例を添付した。 
プログラム３「小中引き継ぎ会・学級編成」：
小中学校の担当者が一堂に会して実施され
る情報交換会をより効果的にするための手
順を記し，資料のひな形を添付した。 
プログラム４「共通理解生徒の把握」：これ
まで得られた資料や情報から，あらかじめ知
っておいた方がよい情報や必要な配慮事項
を共有するための会議の持ち方について詳
述した。 
プログラム５「教育相談の実施」：入学後１
週間目ぐらいに全新入生を対象とした教育
相談を実施することで，生徒のありようを知
るとともに抱えている悩みや問題をいち早
くすることができる。そのための教育相談の
実施手順と留意点を資料とともにを示した。 
プログラム６「入学後の観察による生徒理
解・共通理解」：入学後１～２ヶ月程度を経
過した時点での生徒の適応状況を確認し，気
になる生徒や配慮が必要な生徒，あるいはこ
れまで行ってきた支援の結果等を検討する
ための方法をチェックリストとともに示し
た。 
 
(5)テークオーバーゾーンプログラム＜高校
版＞ 
 高校版では次の内容を示した。 
①把握しておきたい情報：高校に入学する生
徒について，あらかじめ把握しておきたいハ
イリスク要因とその背景について，本人に起
因する要因を９項目，環境に起因する要因を
５項目挙げ，それぞれ考えられる背景や生じ
やすい現象等について示した。 
②大まかな流れ：プロジェクトチームの立ち
上げから，入学後の継続的な見守りまでの流
れをプログラム名および資料番号を示しな
がら図式化した。 
③テークオーバーゾーンプログラム 
高校・中学校・家庭それぞれがどのような流
れで，何をするのかについてのタイムテーブ
ルを示した。 
④具体的なプログラム：それぞれのプログラ
ムを，時期・対象・目的・内容・手順等の項
目ごとに示した。具体的なプログラムは以下



の通り。 
プログラム１「プロジェクトチームの立ち上
げ」：プログラムの実施を統括するチームの
結成のしかたおよび活動の際の留意点など
について記した。 
プログラム２「入学前相談」：入学前に配慮
が必要な生徒についての情報を得る手段の
一つとして「入学前相談」を実施する手順を
示した。資料として保護者に配付するおたよ
りの例を添付した。 
プログラム３「新入生情報一覧表を活用した
中高連携」：高校への入学にあたり，配慮す
べき自校のある生徒について事前に把握す
るとともに，入学後の支援方法を立案する際
の情報を得るための中高連携の方法につい
て資料とともに示した。 
プログラム４「新入生向け相談案内」：入学
直後のオリエンテーションの時間に前新入
生に対して，自校の相談システムや担当者の
名前等を知ってもらい，気軽に相談できる場
があることを周知する方法を資料とともに
示した。 
プログラム５「入学直後の面談前アンケート
と個人面談」：オリエンテーション期間まで
を目安に全入学生にアンケートを実施し，気
になる生徒に対して個人面談を実施する手
順や留意点を資料とともに示した。 
プログラム６「１学期中間考査のアンケート
と個人面談」：１学期考査の終了後に再びア
ンケートを実施し，ハイリスク要因を抱えて
いた生徒の現状把握および，新たに気になる
生徒がいないかどうかをチェックし，必要に
応じて個人面談を行う手順や留意点を資料
とともに示した。 
 
(6)コラム 
 本プログラムでは校種移行期の問題をよ
り深くそして適切に理解するためにコラム
を４本掲載した。それぞれ次の通りである。 
①楽しみにしていた入学や進学もストレッ
サーになりうる。 
②校種移行は大人への階段でもある。 
③「段差」は成長の試金石。 
④校種移行期はリセットのチャンス。 
 
(6)テークオーバーゾーンプログラムの特徴 
 本プログラムはいくつかの点で独創性を
持っている。 
①実施時期を限定した：教育現場の現状を考
慮し，新たな負担ができるだけ生じないよう
にするとともに，最大の効果が得られるよう
に「テークオーバーゾーン期」という概念を
導入し，その時期に特化したプログラム群を
作成した。 
②校種別のプログラムを作成した：本プログ
ラムは，小学校版，中学校版，高校版の３種
類からなっている。これは子どもの発達段階
だけでなく校種による特性を考慮したもの
である。特に高校版のこのようなプログラム
の存在は貴重といえる。 

③プロジェクトチームを中心に据えた：プロ
グラムの実施主体としてプロジェクトチー
ムの結成を提案した点が独創的である。これ
によってより柔軟なプログラム運営と支援
が可能になる。 
④入学前相談の提案：従来，入学前にもたら
される情報は学校間での情報交換会による
ところが大きかったが，広く入学前相談を実
施することで，保護者が積極的に情報を学校
に伝える場を作ることができ，結果としてよ
り適切な支援体制の構築につながると考え
られる。 
 
(7)今後の課題 
 今後の課題として次の２点を指摘するこ
とができる。 
①プログラムのさらなる洗練：今回作成した
プログラムがどのような効果を持ち，改善点
は何であるのかについて事例等を収集し検
討することで，さらなるブラッシュアップを
図ることが求められる。 
②「自分を守る能力」を育てること：本プロ
グラムはいわば環境が寄り添うことを前提
としたものである。いっぽうで，児童生徒が
自ら環境に働きかけるとともに，自分の心身
を自分で守る能力を発達させることも今後
に残された重要なテーマである。 
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